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株式会社 ファミーリエ代表取締役

ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン副代表理事

徳倉 康之



徳倉康之 自己紹介

法政大学卒業後、東京にて大手日用雑貨メーカーに営業職として10年勤務し

その後NPO法人ファザーリング・ジャパン事務局長として3年間勤め、2015年に

故郷の高松市にUターンし独立。

・株式会社ファミーリエ代表取締役

・NPO法人ファザーリング・ジャパン 副代表理事

・NPO法人たかまつ男女共同参画ネット理事長

＜主な公職＞

内閣府 男女共同参画専門調査会委員（計画実行・監視）

子ども家庭庁 子ども子育て支援等分科会委員

厚生労働省 イクメンプロジェクト推進委員

内閣府 調査企画委員

「令和モデル」における全ての人が活躍できる働き方と仕事時間に関する調査



男女共同参画白書令和5年版



令和4年版 男女共同参画白書







家庭内での家事時間に

おける意識変革は

男女の賃金格差是正と教育分野・社会
活動分野の責任層（管理職層）の女性
比率が重要と考えます。



日本国内すべての組織で

働き方改革の第一歩は

定時退社（長時間労働抑制）と

有給休暇取得（多様な生活の尊重）
にあると考えます

なぜなら

全ての働く人に共通する制度だから



令和6年度男女共同参画白書より抜粋



令和5年度男女共同参画白書より抜粋



風土を改善する仕組み

業務を改善する仕組み



経営者から見た今後のさらなる
労働環境の変化予想

家庭生活・自己実現・

健康的な生活の確保

働く時間の

減少

働く場所の

制約
働く人の

減少



制度が整いつつある日本社会において
風土を変えていく事が重要

風土を変革するために効果的なのが組
織における情報開示（男女平均賃金格
差、男性育児休業取率などの成果）
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